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2013 年 5 月時点で、昭和大学藤が丘病院精神神経科外来に通院してい
た AD患者 65名(男性 27名、女性 38 名、78.3±5.8 歳)を対象とした。臨
床背景、BTの有無、認知機能、BPSDの有無、脳 MRIを評価した。BTは Akiskal 
and Mallya Affective Temperaments questionnaires を用い、発揚気質
と循環気質のどちらかを認めた場合を BT(+)、両方とも認めない場合を
BT(-) と し た 。 BPSD は Behavioral Pathology in Alzheimer’s 
Disease(BEHAVE-AD)の全般的評価を 1項目以上認める場合を BPSD(+)、全














reserve:CR)も BT と関係していると考えられた。この結果から、AD の発
病や BT と関連した脳構造の脆弱さにより、脳の情報処理システムが障害
され、CR が低下している患者に外界からの刺激が加わり、環境に合わな
い行動として BPSD が出現すると考えられた。 
 
 
